
令和3年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 ご意見・ご感想

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。 ２
：

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対
応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、健康や体力向
上に関する項目等において肯
定的に回答した割合が８０％以
上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、健康や体力向
上に関する項目等において肯
定的に回答した割合が７０％以
上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、充実した生活
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学習環境や授
業改善等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
６０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学力・学習意欲
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が６０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、健康や体力向
上に関する項目等において等
肯定的に回答した割合が６０％
以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、健康や体力向
上に関する項目等において肯
定的に回答した割合が６０％未
満

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学習環境や授
業改善等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
８０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学習環境や授
業改善等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学習環境や授
業改善等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、地域や家庭と
の連携等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、地域や家庭と
の連携等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
６０％未満

４
：

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、未来社会に生
きる力に関する項目等におい
て肯定的に回答した割合が７
０％以上

３
：

２
：

１
：

４
：

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、未来社会に生
きる力に関する項目等におい
て肯定的に回答した割合が８
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、充実した生活
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が８０％以上
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B

　臨時休業で家庭での生活時間が増え
た中で食事や睡眠の不規則が心配され
たが、食に関する意識において（家庭や
学校での食事の大切さ）は昨年が８７％
だったのに対し、今年は９５％と増えた。
早寝早起き朝ごはんの項目でも昨年は
６７％に対し、８１％と増えていた。しかし
保護者側からのアンケートでは早寝早起
き朝ごはんの習慣に大きな相違が見ら
れなかった。保護者が学校では給食や
給食試食会で食育に関する指導をして
いたかという設問では昨年より１１％減
少していたが、試食会が中止になったた
めと考えられる。　　　　　　　　　　　⑦生
徒95:51:24:10　保護者：31:60:34:7　　　⑧
生徒127:45:7:2　保護者36:71:29:7

Ａ

1

・学校規模　　生徒数１９６名（全７学級、１学年７２名、２学年６１名、３学年６３名）、日本語学級併設
＜目指す学校像＞　・これからの社会を担う生徒に、やり抜く力を育み、生徒・保護者・地域から信頼される学校
＜目指す生徒像＞　・目標に向かって努力を続け、失敗を恐れず前向きに取り組み、成し遂げる力をもった生徒　・より良い社会人になるために社会に貢献できる生徒の育成
◇令和２年度重点課題　【基礎･基本となる学力の確実な習得】　〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　　〇 ＩＣＴ機器を活用した授業実践　　〇 基礎・基本となる学力の確実な習得  補習教室の充実
・特色ある教育活動
　◇学校ホームページ内の動画配信等による充実したオンライン学習教材　　◇地域と連携したボランティア活動の推進　　　◇ダンス部の地域行事等での発表と活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇取組内容　対象　そう思う：ややそう思う：あまり思わない：全く思わない

３
：

２
：

学校関係者記入欄

4

3

2

4

4

4

令和２年度　大田区立蒲田中学校　自己評価　報告書

目標に対する成果指標取組
評価

2

4

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学力・学習意欲
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学力・学習意欲
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が６０％以上

5

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

1
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　新型コロナウィルス感染症の影響で、地域
との直接的な交流はほぼできなかった。学
校公開等や学校行事ができないのでホーム
ページで期間限定の行事動画配信をしたり
学校便りや学校緊急メールを使って情報発
信を行った。特にホームページでは行事の
紹介やお知らせなどを例年より多く発信でき
た。地域との例年通りの連携がとれない分、
卒業生から児童養護施設への廃棄本再利
用ボランティアやこども食堂、ボトルキャップ
アートなど例年にない取組や協力を行った。
今後もできること、新しい取組を考えていく。

　
･今年度は直接関わる事ができてい
ないため、評価といってもつけようが
ない。コロナ禍の中でできることは
やっていると思う。
・今年度はコロナ禍により運動会、文
化祭等毎年楽しみにしていた交流が
できなかったことが残念。
・新しい取組が行われたのは、生徒
にとって良かったことだし、大人が動
いてくれた事に感謝していると思う　。
・今だからやれることを精一杯頑張っ
ていただいていると思います。

４
：

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

「蒲田東地区自治会連合会」や「青少対蒲
田東地区委員会」等と連携し、生徒の地域
行事へのボランティア活動参加を推進す
る。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。
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成

Ｃ

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

Ａ

４
：

４
：

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、未来社会に生
きる力に関する項目等におい
て肯定的に回答した割合が６
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、未来社会に生
きる力に関する項目等におい
て肯定的に回答した割合が６
０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、学力・学習意欲
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が８０％以上

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

⑨授業改善推進プランを、授業に生かす。

Ａ

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

④学習指導講師等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

2
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⑤「主体的・対話的で深い学び」の視点に
よる授業改善に努める。

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、充実した生活
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、充実した生活
に関する項目等において肯定
的に回答した割合が６０％未満

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

2

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

1

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

hyper-QUを実施し、学校生活における生
徒の個々の意欲や満足感等の分析結果を
指導に生かす。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

⑨各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

⑨授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

⑧給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

⑥道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授業等
を行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

⑦「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等
を通して、児童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意識啓発を行
う。

③体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を推
進する。

　・入塾している生徒が多いため、補
習教室の利用率が低いのかと思われ
ますが、普及率を上げるには過去問
を解かせるなど、生徒や保護者への
積極的な告知も必要かと思います。
・補習教室の利用については授業し
てくださっている先生ではないので質
問しづらい、どんなことをやっている
か分からないので参加していない・・・
といった声を多数耳にします。
・補習教室の普及率が低いのはとて
も残念、保護者の協力も必要です
が、本人のやる気が一番と思いま
す。十分な工夫はされていると思いま
すが中々難しいですね。

　確かな学力の定着は本校における喫緊の
課題で、２か月の臨時休業と１か月の分散
登校で学習の遅れや学習離れが懸念され
たが、学校ホームページでの動画配信や学
びポケットを活用しての教材配布や回収を
行うなど工夫した結果、７６％が学力を向上
させたと回答した。ただ、学習コンテンツ、動
画配信の利用については７０％止まりで、全
生徒の活用までに至っていない。
補習教室の利用が学力向上に役立つとの
生徒回答が８８％に及んでいるが、補習教
室に参加させているかという保護者の回答
は３５％と低い。一部の熱心な生徒の利用
率は高いものの、普及率が低い。３密になら
ずに参加率をあげていく工夫が必要。昨年
度からは英語や数学など検定試験直前の
一時的な参加を許可し補習教室参加への窓
口となっている。
④生徒75:61:27:10　保護者27:21:26:63
⑤生徒100:60:17:4　保護者31:64:39:5

　・臨時休業中に落ち込んだ生徒を学
校でフォローして下さったと聞いてい
ます。お母さん方も大変感謝していま
した。
・自分自身を好きになる、愛すことが
できれば他人に優しくすることができ
ると思っています。共に成長していっ
て欲しい中学校生活です。

　・冬場寒い時期の換気も多くとった
ため「温かいスープ」が給食に出ると
とても嬉しいと言っていました。工夫し
てメニューを組んだくれたのかなと感
謝しています。
・今までにない家族の団らん時間が
増えたと思います。親子間で様々な
発見ができたのではないでしょうか。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

6

Ｄ

B

　・先生方が少し早めに帰れるように
なったのは良かったと思います。
・タブレットを活用しての生徒間の意
見交換は普段中々発言できない子に
とってとても良い方法だと思います。
・コロナ禍の中、生徒が十分と感じて
いることは先生方の努力の結果だと
思う。
・自分の考えや気持ちを人に伝える、
理解してもらうための環境がしっかり
整っていたら安心して学校生活が送
れますね。

2

2

3

4

3

1

3

1

　道徳授業では担任が自分のクラスを越
えて指導するなど工夫したこともあり、７
４％が楽しいと回答した。臨時休業中は
学校ホームページで先生方からの激励
メッセージを掲載するなど、メンタル面で
の心配事に配慮した。　　　学校の雰囲
気が明るく、みんなが生き生きと活動し
ているかという設問に対し、７０％がそう
思う、思うを加えると９４％と高い数値と
なった。保護者の回答でもそう思うが７
３％、思うが２７％、計９５％と良い結果
になっていた。　　三者面談では、昨年度
との相違点として、複数の教員で対応す
るなど、組織力でフォローした。
今後の課題としては、「自分には良いと
ころがある」との項目で67％止まりとなっ
ていたので、自己有用感を高める活動を
検討する。　　　　　　　　　　　　⑥生徒
66:69:30:16　保護者22:54:47:5
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１
：

１
：

３
：

２
：

1

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、地域や家庭と
の連携等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
８０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
左記の取組内容及び取組指標
に関する項目、地域や家庭と
の連携等に関する項目等にお
いて肯定的に回答した割合が
７０％以上

4

　令和３年度からの新学習指導要領実
施における「主体的、対話的で深い学
び」について、本校では研修を重ねてき
たが、「授業の中で自分の考えを発表し
たり、友達と話し合ったりする活動をして
いるか」という設問で８８％が思うと回答
していた。コロナ禍での活動は制限も多
かったが、タブレットのソフトを活用し生
徒間の意見交換なを実施した。
委員会活動の充実では９８％が、部活動
においても日数や持ち方に制限をかけ、
活動としては物足りないものがあった
が、生徒は９３％が充実していたと思うと
回答した。できる範囲内で努力を試みた
成果である。　　　　　　　　　　⑨生徒
70:67:33:10　保護者36:71:29:7

３
：

２
：

１
：
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プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

①外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力の
育成等を図っている。

4

②学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

2

　･元ＩＣＴモデル校として色々な新しい
試みを期待しています。先生方も通
常の業務に加え大変かと思います
が、先生方の業務の効率化も図れる
ようになると良いと思います。
・先生方は厳しい中でも非常にＩＣＴに
力を入れて生徒達との交流してくだ
さった姿に感謝しています。
･通常の学校生活、行事の自粛はマ
イナスの中でプラスになったことが
多々あった、できることがあったことに
気づかされた日々のようであったと感
じます。今後も取組に期待します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

Ｂ 2

Ｃ

③体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

１
：

Ｄ

3

　本校ではかなり前から電子黒板やデジ
タル教科書の使用などＩＣＴ教育に力を注
いできたが、今年度に生徒個人用タブ
レットが先行配布され、各教科や特別活
動で使用された。生徒アンケート結果か
ら概ね全生徒が使用したと回答。今後の
課題としては個人用タブレットを持ち帰ら
せての、各家庭で学習利用促進である。
理科教育の推進においては、理科教員
が全学年に対して「理科通信」を毎週発
行しており、科学的思考の育成に貢献し
ていて保護者からも感謝の言葉が寄せ
られている。　　　　　　　　　　　　　人権教
育への取組に関しては、コロナ禍という
こともあり、生徒のストレスには十分に注
意しマメな情報交換を行った。
体力の向上に関しては、部活動の全面
中止などもあり、運動不足が懸念された
が、生徒のアンケートでは８２％が体力
向上させたと回答した。中止になりかけ
た運動会を規模縮小し感染症対策をしっ
かりととって実施したり、体育の種目を精
選した成果である。
①生徒32:24:7:1
②生徒158:20:2:1　保護者37:54:33:10
③生徒94:55:22:10　保護者35:64:38:1

Ａ 7


